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 要  旨 
現在インターネットにおけるトラフィック量は指数関数的な伸びを示している。また電話サー
ビス、ビデオ電話サービス、放送など新たなサービスも展開され始めている。しかし、近い将来
電気処理を用いたルータは半導体の処理速度限界によりトラフィックを処理できなくなる恐れが
ある。そのためフォトニックネットワークと呼称される電気処理を廃した全光型のネットワーク
が今後のインターネットにおいては有望だと考えられる。中でも近い将来実現が可能であると考
えられている光バーストスイッチングネットワークは動的な帯域割当を行うことにより利用効率
の向上も可能である。しかし、占有する帯域の経路についての議論は疎かであり、ネットワーク
の負荷状況や遅延量によって経路を選択し利用効率の向上やサービスクラスの提供を行う必要が
ある。 
本論文では光バーストスイッチングネットワークにおけるリンクの負荷状況や経路の遅延情報
を基に最適な経路を提供する経路選択手法を検討する。またトラフィックをサービスクラス毎に
分類し、サービスクラスによって最適経路を提供する手法についても検討を行う。 
 その結果、負荷状況や遅延量を基にした経路予約方式を提案し、ネットワーク全体の負荷状況
や遅延量情報を共有する方法について示した。またリソース管理機能を用いた衝突回避法につい
ても検討を行い、双方向予約方式よりも効率的に経路を予約しバッファ遅延量を少なくできるこ
とがわかった。さらにリソース管理ノードから提供された負荷状況や遅延情報を基に別の経路を
選択するサービスクラスを実現した。提案手法を実現するための物理ノード構成を示した。 
提案手法におけるネットワークの性能改善を確認するためシミュレーションを行った。その結
果、データバーストの平均サービス時間が変動しても、トラフィックが低い状態では双方向予約
方式より約 75%遅延量が改善できることがわかった。また、サービスクラスによる遅延量の変化
も確認できた。さらに本提案手法においては波長多重数が増えるとより遅延量が減少し、双方予
約方式よりも約60%遅延量を改善することができた。本提案手法ではトラフィック負荷によらず、
双方向予約方式よりも高い帯域利用効率が得られることがわかった。また制御信号のビットレー
トを測定した結果、制御チャネルの伝送ビットレートよりも低い値であったため提案手法が十分
実現可能であることが証明できた。 
 
 
